參 YAMAHA 


因 


MCR-D4D/1 40 

CCRX-D4D/1 40 + NS - 巨 PSD] 

マイク□コンポーネントシステム 



Advanced 

丫 -S -T 


Q] Made for 

鱼 I iPod 


ヤマ/ \ 製品をお買い上げいたださまして、まことにありび 
とラございまず。 

■本機の優れた性能を十分に凳揮させると共に、永年支障な< お 
使いいただ<ために、ご使用前にこの取扱説明書と保証書をよ 
くお読みください。お読みになったあとは、保証書と共に大切 
に保管し、お量に応じてご利用ください。 

■保証書は、「お買い上げ曰、販売店名」などの記入をおず確か 
め、販売店か5お受け取りください。 


保罰書別添付 


取扱説明書 











ま全上のごま意 

ご使用の前に、おずこの「安全上のごま 
意」をよ< お読み< ださい。 


ここに示したま意事項は、製品をを全に正し<ご使用 
いただき、お客様や他のち々への危害や財産への損害 
を未然に防止するためのちのです。必ずお守りくださ 
し、。 

お読みになったあとは、使用される方びいつでち見られる 
所に必ず保管してください。 

■ 記号表示について 


この製品や取扱説明書に表示されている記号には、次のよ 
ラな意味があ0ます。 


AA 

「ごま意ください」といラま意 
喚起を示しまず。 

0®®®® 

r 〜しないで < ださい」といラ 
「禁止」を示しまず。 

0 ® 

r 必ず実行してください」とい 
ラ強制を示しまず。 


〇 本体ののポタンでスタンバイげ態にしてち、本機はま 
だ通電状態にありまず。 

本機を完全に主電源から切り離ずためには、電源コー 
I ぶず実行 ドをコンセントから巧いてください。 


電池 


Q 電池を充電しない。 

電池の破裂や液ちれによ0火災やけびの原因にな0ます。 

禁止 

Q 電池からもれ出た液には直接軸れない。 

液び目や□に入った0、巧虜についたりした場合はすぐに 
水で洗い流し、医師に相談してください。 

禁止 


分解禁止 


分解-改造は厳禁。キャビネットは絶巧に開けない。 

火がや感電の原因になります。 

修理-調整は販売店にご依頼ください。 

分解禁止 


設置 



■ 「警告」と「注意」について 


下、誤った取り扱いをすると生じることが想定される内 
容を、危害や損害の大ささと切迫の程度を明示するため 
に、「警告」と「ミち意」に区分して掲載しています。 


水めれ禁止 


本機を下記の場所には設置しない。 

♦ 浴室*台巧- ミ 毎唐-水辺 
♦ 加湿器を過度にきかせた部屋 
♦雨や 雪、 水がかかるところ 

水の混入により、火がや感電の原因になります。 


A 警告 


この表示の欄は、「死じする 
可能性または重傷を負ラ可能 
性び想定される」内容です。 


電源/電源 コード 


Q 巧熱のため本機を設置ずる際には： 

♦ なやテーブルク□スをかけない。 

♦ じゅラたん-カーぺットの上には設置しない。 

**止 ♦ 仰向けや横倒しには設置しない。 

♦ 通気性の悪い狭いところへは巧し込まない。 

(本機の周囲に左ち lOcm 、 上10 cm 、 背面10 cmW 上の 
スペースを確なする。） 

本機の内部に熱びこち0、火災の原因にな0ます。 


〇 電源プラグは、見える位置で、手が届<韓囲のコンセ 
ントに接続ずる。 

万一の場合、電源プラグを容易に引き抜くためです。 

必ず実行 

下記の場合には、ずぐに電源を切り、電源プラグをコ 
ンセントから抜く。 

♦異常なにおいや音がずる。♦異常に 高ミ 届になる。 
♦内部に水や異物が混入した。•煙が出る。 

そのまま使用すると、火災や感電の原因にな0ます。 

電源コードを傷つけない。 
fX J ♦重いらのを上に載せない。 

• ステープルで止めない。 ♦ 加工をしない。 
♦熱器具には近づけない。•無理な力を加えない。 

芯線びむき出しのまま使用すると、火がや感電の原因にな 
ります。 

〇 必ず AC 100 V (已 0/60 HZ ) の電源電圧で使用ずる。 

それ政がの電源電圧で使用すると、火がや感電の原因にな 
ります。 

必ず実巧 


MCR-1 4□をお使いのお客様へ 


医療機関の屋内など医療機器のおくで使用しない。 

(X 1 電波び医療用電気機器に影響を与えるおそれびあります。 


〇 む瞄ペースメーカーまたは除細動器などを装着してい 
る人から吕吕 cm じ上離して使用ください。 

ペースメーカーに影響を与え重大事故につなびる場合びあ 

りホサ 


使用上のま意 


Q ディスクの挿入口や、放熱用の通風孔、パネルのすき 
間から金属や紙片など異物を入れない。 

火がや感電の原因になります。 

禁止 
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不を定な場所や振動ずる場巧には設置しない。 

本機び落下や転倒して、けびの原因になります。 


直射日光のあたる場所や、温度が異常に高くなる 
場所(暖房機のそばなど)には設置しない。 

本機の外装び蜜形した0内部回路に悪影響びをじて、 
火災の原因になります。 

ほこりや湿気のをい場所に設置しない。 

ほこりの堆積によりショートして、火災や感電の原因にな 
ります。 


他の電気製品とはでさるだけ離して設置ずる。 

本機はデジタル信号を扱います。他の電気製品に障害をお 
たえるおそれびあります。 


屋夕+アンテナエ事は販売店に依頼ずる。 

工事には、技術と経験び必要です。 


電源/電源コード 


プラグを巧く 

(§) 


めれ手裏 


S) 


実止 


〇 

おず実行 


長期間使用しないとをは、おず電源プラグをコンセン 
卜から巧く。 

火がや感電の原因になります。 


めれた手で電源プラグを巧さ差ししない。 

感電の原因になります。 


電源プラグを巧くとさは、電源コードをひっぱら 
ない。 

コードび傷つさ、火がや感電の原因になります。 


電源プラグは、コンセントに根元まで、確実に差し込 
む。 

差し込みび不充分のまま使巧すると感電したり、プラグに 
ほこりび堆積して発熱や火災の原因になります。 

電源プラグを差し込んだとき、ゆるみがあるコンセン 
卜は使用しない。 

感電や発熱および乂がの原因になります。 


禁11 


瓜 

手を挟まれ 
ないよラ注意 

〇 

おず実行 

接細禁止 

〇 


ディスクをセットずる際は、手をディスクトレイに挟 
まれないよラミ主意ずる。 

閉めるとさに挟まれて、けびの原因になります。 


本機を落としたり、本機び破損した場合には、必ず販 
売店に点検や修理を依頼ずる。 

そのまま使巧すると、火がや感電の原因になります。 


雷が鳴りはじめたら、電源プラグには邮れない。 

感電の原因になります。 


禁11 


本機の上には、花瓶-植木鉢•コップ-化粧品- 
薬品-□ウソクなどを置かない。 

水や異物び中に入ると、火災や感電の原因にな0ます。 

接細面び経年変化を起こし、本機の外装を損傷する原因に 
なります。 


手入れ 


〇 

必ず実行 


電源プラグのコやほこりは、定期的にとり除く。 

ほこりびたまったまま使用を続けると、プラグびショート 
して火災や感電の原因になります。 


A 注意 


この表示の欄は、「傷害を負ラ巧 
能性または物的損害び発生する 
可能性が想定される」内容です。 


電池 


〇 

おず実行 

S) 

每 

〇 

おず実行 

〇 

必ず実行 


電池は極性表示ヴラス+とマイナスー)に従って、正 
しく入れる。 

間違えると破霉や液ちれによ0、火がやけびの原因にな0 
ます。 

指定政外の電池は使用しない。 

破裂や液をれによ0、火がやけびの原因にな0ます。 


電池と金属片をいっしょにポケットやバッグなどに入 
れて携帯、保管しない。 

電池びショートし、破裂や液ちれにより、火災やけびの原 
因になります。 

電池を加熱•分解したり、火や水の中へ入れない。 

破裂や液をれによ0、火がやけびの原因にな0ます。 


使い切った電池は、ずぐに電池ヶースから取り外ず。 

破裂や液をれによ0、火がやけびの原因にな0ます。 


使い切った電池は、自治体のま例または取りミ央めに 
従って廃棄ずる。 


設置 
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手入れをずるときには、がず電源プラグを抜く。 

感電の原因になります。 


薬物厳禁 

ベンジン-シンナ ー• 合成洗剤等でが装をふかない。 
また接点復活剤を使用しない。 

外装び傷んだり、部品び溶解することびあります。 

年に一度くらいは内部の掃除を販売店に依頼ずる。 

ほこりびたまったまま使巧を続けると、火がや故障の原因 
になります。 


再生の前には、音量怖リユーム)を最小にずる。 

突然大きな音が出て、聴覚障害の原因になります。 


音が歪んだ状態で長時間使用しない。 

スピーカーび発熱し、火災の原因になります。 


大をな音で長時間へッドホンを使用しない。 

聴覚障害の原因にな0ます。 


ディスクの挿入口には手を入れない。 

本機のメカニズムに手を引さ込まれ、けびの原因になりま 
す。 


ひび割れ、をお、または接着剤などで補修した 
ディスクを使用しない。 

ディスクは、機器内で高速回転しますので、飛び散って、 
けがの原因になります。 


環境温度び急激に変化したとき、本機に結露が発生す 
ることがありまず。 

正常に動作しないとさには、電源を入れない状態でしばら 
く放置して < ださい。 

レーザー光源をのぞさ込まない。 

レーヴー光が目に当たると、視覚障善の原因になります。 


手入れ 


無線に関ずるごま意 ( MCR -140) 

この製品の使用周波数帯では、電子レンジなどの産業-科学-医療用 
機器のほか、工場の製造ライン等で使用されている移動体識別用の構 
内無線局（免許を要する無線局）および特定ル電力無線局（免許を要 
しない無，髓局）がびにアマチュア無線局（免許を要する無線局）び運 
用されています。 

1この機器を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局及び特 
定か電力無線局がびにアマチュア無線局び運巧されていないことを禮 
認してください。 

2 で一 、この機器から移動体識別用の構内無線局に対して有害な電波 
干渉の事例が発をした場合には、速やかに使用場所を蜜えるか、又は 
機器の運用を停止（電波の発射を停止）してください。 



CLASS 1 LASER PRODUCT 
LASER KLASSE 1 PRODUKT 
LUQKAN 1 LASERLAITE 
KLASS 1 LASER APPARAT 
PRDDUIT LASER DE CLASSE 1 


ごま意 


この取扱説明書に記載されている政がの調節や操作は、有 
害な放射を引を起こす可能性びあります。 



I 音 OI チ•ケット 1 


音楽を楽しむエチケット 

楽しい音楽ち時と場所によっては大変気になるちの 
です。隣近所への配慮を十分にしましよラ。静かな 
夜間にはルさな音でちよく通り、特に低音は床や壁 
などを伝わりやすく、思わめところに迷惑をかけて 
しまいます。適当な音量をむびけ、窓を閉めたり、 
へッ ドホンをご使巧になるのち 一つの ちまです。音楽はみんなで楽 
しむをの、お互いにむを配り快適な生活環境を巧りましよラ。 


移動 


移動をずるときには電源スイッチを切り、すべての接 
fS ^ 続を外ず。 

接続機器び落下や転倒して、けびの原因になります。 

]- ドび傷コき、火災や感電の原因になります。 


使用上のま意 


0 | S 亂舍 


S- S- S- S- 
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目;夕 


フロン S パネルと基本操作 . 

音楽を聴< . 

再を操作 

その他の操作 . 

FM ラジオを聴く . 

放送局を選ぶ . 

放送局をプリセットに登録ずる 
登録した放送局を選ぶ（プリセット選局) 

便利な機能 . 

設定メニューを使ラ . 

タイマーとスリープタイマーを使ラ 


故障かな？と思った6 . 

放送局の受信 . 

iPo が M. 

USB. 

ディスクの再生 . 

リモコンの操作 . 

ディスクの取り扱いについて 
主な仕様 . 


■ 本書に ついて 

-本体とリモコンのどち5でも操作でをる場合は、 U モコンでの操作を中むに記載しています。 

.陪は参照先のページを表します。 

-「ご注意」では操作-設定を行ラとさに留意すべさ事項、おでは知っておくと便利な補足情報を記載しています。 

-本書は製品の生産に先びけて作成されたちのです。製品改良などの理由で実際の製品や捆包箱と内容が一部異なる場を 
びございますのでご了承ください。 


■ 商標 

アドンスド ワイエスティー 

Advanced YST 

1988年、ヤマ八は独自の YST 方式により良質でパ 
ワフルな低音域の再生を可能にするスピーカーシステ 
ムを世に送0出しました。このち式はアンプとスピー 
カーをダイレクトに近い状態で電気的に接続すること 
でアンプの動作を正確にスピーカーに伝え、かつスピ 
一力一の動作をコント□ールすることができます。 
さらに負性インピーダンスコンバーター、 N . I.C 
(Ne 呂 ative Impedance Convertor ) [こよ〇スヒー 
カーユニットがさちんとコント□ールされるので、ス 
ピーカーキャビネットの容積とポートとの間で起こる 
空気共振を高めることが可能にな0、通常のバスレフ 
方式のスピーカーユニットよ〇ち大をな共振エネルギ 
一（エアウーファー）の生み出しが可能とな0ます。 
これによ0従来不可能であった、ルさなキャビネット 
から、よ0低い音まで再生することが可能とな0まし 
た。 


エアヴイサード 

AirWired ■ の … ae；!?! 

ヤマ八独自のデジタルワイヤレス伝送技術 

「 AirWired 」 により、非圧縮で音質劣化のない音楽を 
U アルタイムで再生。さらに、お手元に置いた iPod 
で、本機のシステムオン/オフや音量操作が可能です。 

A 參 「W I red 


MCR-040/140 の構成と付属品..… 
再生可能なディスク/ファイルお式. 

mm . 

甚本接続 . 

ワイヤレス接続 ■圳 w=ai 

その他の接続 . 

リモコン . 

ディスプレイ . 


操作 


40のみ 


その他の情裙 


準備 


ま雪 a 班 


7 8 8 9 


0 0 0 0 113 
1111111 


44已已78899 
111111111 


2344已已6巨 
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MCR -040/140 の構巧と付属品 


ご使用になる前に、同捆されている付属品びすべてそろっていることをご確認ください。 


MCR-040 


CD レシーバ- 


D0CK カバー 




iPod を使用していないとさに、み 
たをすることびでさます。 


MCR-140 


CD レシーパー 


トランス 5 ッター 



ステツ カー 
(無線に関ずるごま意） 


+ 


スピーカー 

(NS-BP80) 




® 回国0 

_醫替— 

風励◎回 

<Exk> 

条 YAMAHA 



スピーカーケーブル 
(1 .已 m X 2) 



■ リモコンを使用ずる 



U モコンで本機を操作するとをは、リモコンのホが線信号送信部を本体の 
U モコン受光部に向けます。 U モコン操作が可能な範囲は、本体から日 m 
於内です。 


ご注意] 


リモコンに水や飲み物などをこぼさないよラご注意ください。 

リモコンを落としたり、 U モコンに強い衝撃を与えたりしないよラご注意くださ 
し、。 

リモコンを政下のよラな場所に放置しないでください。 

一気温-湿度び高い場所（ヒーターの近くや風呂場など） 

一極端に気温び低い場所 
一ほこりっぽい場所 


■ リモコンの電池を交換ずる 



U モコンの電池が消耗すると、リモコンで本機を操作でをる距離が極端に短< 
な0ます。このような場合、早めに新しい電池と交換してください。 


2 Ja 


















































再生可能なディスク/ファイルお式 


■ 本機で再生できるディスク 


n COMPACT 

曲腰陌 

DIGITAL AUDIO 


.... コンパクトディスク 
(オーディオ CD ) 


抽眶歴 

DIGITAL AUDIO 

抽帽陌 

DIGITAL AUDIO 

[Rewritable] 


CD - R 、 CD - RW ディスク 

-下記のいずれかの表示のある CD - R や CD - 
RW ディスク 

FOR CONSUMER 
FOR CONSUMER USE 
FOR MUSIC USE ONLY 
-フアイナライズされた CD - R や CD-RW 
ディスク 


咖昼阻 

IgBSSHS 口 851 



IBeWritablel 


に注意] 

一部の CD - R / CD - RW ディスクや正しく録音 
されていないディスクは、本機では再生でさ 
ない場合びあります。 


レ UIVI 尸 M レ I 

腹陌 

DIGITAL AUDIO 

I TEXT I 


CD - TEXT ディスク 


8 センチ CD を再をずるには 

ディスクトレイの内側の<ぼみに8センチ CD をセツ 
卜してください。また、8センチ CD の上に12セン 
チ CD を重ねて置かないでください。 


に注意] 

-上記列■のディスク（変形ディスク 
を含みます。）はご使用にならない 
で < ださい。 

上記政外のコンパクトディスクを本 
磯にセットしますと、正しく演奏で 
さないばかりでなく、ディスクの破 
損や本機の故障の原因となる場合び 
あります。 

-ディスクにセ□八ンテープやレンタル CD のラベルなど 
の糊びはみ出したり、はびしたあとびあるちのはお使い 
にならないで<ださい。そのままプレーヤーにかけると、 
ディスクび取り出せなくなったり、故障する原因となる 
ことびあ0ます。 



■ 本機で再生できる MP 3/ WMA ファイル 

MP 3 


フォー マット 

ビットレート 
( kbps ) 

ヴンプリング 
周波数 （ kHz ) 

MPEG 1 Audio 
Layer -3 

32-3 吕び1 

32/44.1/48 

MPEG 2 Audio 
Layer -3, 吕 

8-160*1 

1目/22.0已/24 


可変ビットレートに対応しています。 

WMA 

- Version 8 

- Version 9 (標準/可変ビットレート対応、 
Professional and Lossless 非対応） 


プ□ファイル 

ビットレート 
( kbps ) 

ヴンプ U ング 
周波数 （ kHz ) 

High Profile 

32,320 *2 

32/44.1/48 

Mid Profile 

16-32 

22.0巳 


化 固定ビットレートおよび可変ビットレートに対応していま 


す。 


ご注意] 


- Data Disc はファイルをアルファベツト順に再生します。 

- US 目機器はファイルの作成曰時順に再生します。 

•本機では、菁作権保護された WMA ( DRM ) ファイルは再 
生でさません。 

-本磯は侶日目日6日フオー マツ トのディスクに対応していま 
す。 

• ファイル数の上限は次の通りです。 



Data Disc 

USB 

ファイルとフォルダ 
の最大合計数■-3 

己]2 

9.999 

最大フォルダ数* 3 

2已已 

2已已 

1フォルダ内の最大 
ファイル数 

已]] 

2已已 


*3 ルー トちフオルダの 一つと して数えます。 


お知6せ 

使用環境により異なりますび、レンズのクリーニングは必 
要ありません。誤動作の原因になるため、市販のレンズク 
リーナーは使用しないでください。 
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接続 


基本接続 


スピーカーと FM 簡易アンテナを接続します。 

すべてのケーブルを接続するまで、本機の電源コードは接続しないで<ださい。 



ご注意] 


•端テの左ち（し R ) や、極性（ホ：+、黒：一）を確認して正しく接続して < ださい。間違えて接続すると音び不自然になった 
り、低音び出なくなったりします。また、接続び不十分だと音びまったく出なくなります。 

-スピーカーの芯線どラしび接軸したり、忘線び他の金属部に接触することのないよラごミ主意ください。本機およびスピーカーを 
破損する原因となります。 

•付属のスピーカーを使用してください。他のスピーカーを使用すると、音び不自然になる場合びあります。 

-ブラウン管を使用したディスプレイの近くでご使用になり万一色ムラや雑音などび生じるとさは、スピーカーとディスプレイの 
距離を離してご使用ください。 
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巧 続 


ワイヤレス接続 IMiS 


40のみ 


その他の接続 


トランスミッターに接続した iPod を再生操作すると、 
自動的に本機の電源が入り、 iPod の音楽を楽しむこと 
がでをます。 


iPod の再生操作で本機の電源を入れるには、 POWER 

セービング ノーマル 

SAVING を NORMAL に設定します（防 P . 11)。 


[ご注意] 


iPod のボ U ュームを調整すると、本機のボリュームち連動し 
て調藝されます。 iPod でボ U ュームを調整するとさはミ主意し 
て < ださい。 

■ グループ 設定 

トランスミッターに接続して iPod を操作するには、 
トランスミッターと CD レシーバー ( CRX -140) の 
ワイヤレスグループををねせます。トランスミッター、 
CD レシーバーのワイヤレスグループ初期設定は A 2 
です。 
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GROUP fll 
GROUP お 


G 即し! P が 


CD レシーパ‘一に RX -140) のワイヤレス グルー 
プを設定ずる 


■ iPod をセツトずる 

iPod はいつでも好さなとさに設置または取り外しでさます。 


本機びスタンバイのときでも 、 iPod Dock や充電スぺースに 
設置した iPod は充電されます。 


r ごま意1 

本機は iPod (第日世化 )、 iPod classic . iPod nano . iPod 
touch に対応しています。 



m 

iB 


ごま意 

確実に接続するために、 iPod 同捆の Dock アダプタまた 

は市販の iPod Universal Dock アダプタを取り付け、 
iPod の保護ケースは取り外してください。 


40の場さ 


iPod を充電したいときは iPod を充電スペースに設置 
します。 iPod が充電スペースに設置されているとを 
は、 iPod を U モコンで操作することち可能です。 


1 

2 

設定ボタンを押ず。 

00 


WIRELESS SET を選ぶ。 

3 

( Q ) 

の疫> 

ミタ定ボタンで確定する。 

CEO 


グループを選ぶ。 

5 

因 

( Q ) 


設定を確定する。 

設定メニユーを終了ずる。 


■ ヴブウーファーのワイヤレス再生 

別売りのワイヤレスサブウーファーキット （ SWK - 
W 1 0など）と組み含わせてサブウーファーを接続する 
事で、サブウーファーをワイヤレス再生することが可 
能です。サブウーファーを使用するには、設定六 

ニューで WIRELESS SW を YES に設定します 
(幅^ P . 11)。使いちについては、ワイヤレスサブウー 
ファーキットの取扱説明書をご覧ください。 



トランス 
S ッター 

巧電スぺース 



■ USB を接続ずる 

USB 機器はいつでも好をなとをに接続または取0外し 
でをます。 


本機びスタンバイのとさでち、本磯に接続した US 目機器は充 
電されます。 


G ：!’ 注意1 


本機で再をできる US 巨機器は、 US 日マスストレージクラ 
スに対応し、データび FAT 16または FAT 32 ファイルシ 
ステムで記録されているフラッシュ y モリ、ポータブルオー 
ディオプレーヤーです。 

USB マスストレージクラス政がの機器 （ US 目チャージャー 
や USB 八プ)、 PC 、 カード U —ダー、外付け HDD などは 
本機に接続できません。 
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モ 3 ン 




①ホ外線信号送信部 P. 2) 

® のボタン：スタンバイ/オン 

③ ソースボタン： PORTABLE、CD、iPod、US 目、 
チューナー（陪^ P. 8、 10) 

④ FM 操作ボタン（幅= P .10) 

感 <1乂 \ iP 日 d スク□-ルボタン（陪 P. 8) 

メニュ ー /巧定マルチ機能ボタ 
ン（腹 P. 8、9、1日、 11) 

■ :停止ボタン P. 8、 9) 

® フォルダ ▼/ ▲ボタン（腐= P . 8 ) 

@設定ボタン0^ P. 日、1 1) 

@シャツフル/リピートボタン（陸 P.9) 

感 表示ボタン（幅^ P. 9、 12) 

液） タイマーボタン （应 = P. 12 、 13) 

⑩おやすみボタン（廊 P .13) 

® 絶縁シート：リモコンを使用する前に引き抜いてく 
ださい。 

® 音量コント□ールボタン：音量を調節します。 

消音するには消音ボタンを巧します。わラー度巧す 
と消音が解除されます。 


イスプレイ 



SLEEP PRESET STEREO AUTO 
TIMER TUNED MEMORY 


SHUFFLE REPEAT 


MUTE 


I ARTISTS ALBUM SONGS 


□□□□□ 

□□□□□ 

□□□□□ 

□□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ 

□□□□□ 

□□□□□ 

□□□□□ 

□□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ 

□□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ 

□□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ 

1 □□□□□ 
□□□□□ 
n □□叫 

□□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ 

□□□□□ 

□□□□□ 

□□□□□ 

□□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ 

□□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ 

□□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ 






□□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ 

□□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ • 、 
□□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ V 

□□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ 》 

□□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ • 

□□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ 

□□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ VJ 




① SLEEP インジケーター：ス U —プタイマー機能使 
用時に点灯します（腹= P . 13)。 

© PRESET インジケーター：プ U セット局を選局し 

ているとさに点灯します（腐 ■ P . 10)。 

感 STEREO インジケーター：電波の強い FM ステレ 

才放送を受信すると点灯します。 

④ AUTO インジケーター：自動選局を行っていると 
をに点灯します（腹= P . 10)。 

感 SHUFFLE インジケーター： iPod (MCR-040 の 
み）、 CD、US 目がシャッフル再生に設定されてい 
るとさに点灯します（幅^ P. 9)。 

(D REPEAT インジケーター： iPod (MCR-040 (D 
み）、 CD、US 目がリピート再生に設定されている 
とさに点灯します 
〇 P. 9)。 

® MUTE インジケーター：消音したときに点灯しま 
す。 


愈 

® メインディスプレイ： FM 周波数やさまざまな情報 
を表のします。 

@ TIMER インジケーター：タイマー機能使用時に点 
灯、タイマー設定時に点滅します（陸^ P . 13)。 

® TUNED インジケーター：放送局を受信していると 
さに点灯します（陸^ P . 10)。 

⑩ MEMORY インジケーター：自動または手動で放送 
局を登録しているとさに点灯、自動プリセットで放 
送局を探しているときに点滅します P . 10)。 
@ マルチインフォメーシヨンインジケーター：現在; 

インディスプレイで表示している音楽情報を表示し 
ます〇 P. 9)。 

® 操作インジケーター：設定ボタンを使用していると 
さに操作可能なカーソルを表示します。 
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フ□ントパネルと基本操作 


ご、おこ 

•音楽び再生されないまま、なにち操作しない状態び]時間政上続いた場合、自動的に本磯はスタンバイに切り誓わります（自 
動スタンバイ機能)。ただし入カソースび PORTABLE /チューナーに設定されている場合、この機能は作動しません。 

•本体のむボタンを押すと、本磯はスタンバイに切り誓わります。スタンバイ時には、ディスプレイの表示びされなくなり、電力 
のミ肖費を抑えることびでさます。電源をオンにするには、の/会を押すか、トランス S ッターに接続した iPod の再生を開始し 
て<ださい （ MCFM 40 のみ)。 

•入カソースび iPod のとさ、 iPod をトランスミッターから取り外したり、無音の状態び続くと、自動的に本機はスタンバイに 
切り替わります （ MCR -140 のみ)。 



へツドフオンを接続する 

へッドフオンび接続されているとさは、 
スピーカーからの音はでません。 
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音楽を聴く 


再生操作 


下記の手順に従って再生操作をして<ださい。 



お使いの iPod のモデルやソフトウエアのバージヨンによってはご使用でさない磯能をあります。 

だ-お使いの US 巨磯器によっては正常に作動しないことびあります。 

-すべての USB 機器に巧して、動作および電源の供給を保障するものではありません。 

-保をされているファイルちしくはフオルダの数によっては読み込みに30秒政上かかることちあります。 

- US 巨磯器を本磯と接続して使用しているときに、 US 巨機器のデータを消失あるいは損傷した場合、当社は責任を負いかね 
ますのでご了承ください。 

再生中に操作すると、一時的にディスプレイにフオルダ名び表示されます。 
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音楽を巧 < 


その他の操作 


■ 再生操作 



■ 画面の表示内容を切り替える 

ディスプレイに表示されている再生情報を切0換える 
ことがでをます。ディスプレイに表示される艾字は英 
数字のみです。漢字やひらがな、カタカナ、特殊記号 
は表示されません。 


乃み 

音楽再生中 


2 

繰り返し押ず。 


じ巧 U MCR-040 のみ 


r ごま意1 

- Data Disc はファイルをアルファベット順に再をします。 
- US 日機器はファイルの作成日時順に再をします。 

■ シャッフル再生 

ランダムに音楽を再生します。 


繰り返し巧す。 


iPod 

UFF —► bUMidS —► (HLiziUrlb)*^ 


iPod touch では ALBUMS は設定できません。 


巧番号と再生経過時間（初期画面） 

1 

巧番号と残0時間 
i 

曲名 

i 

アーティスト名 

i 

アルバム名 

i 

初期画面に戻る 
I ご注意 I 

この機能は iPod (第已世代 )、 iPod classic、iPod nan 日、 
iPod touch でのみご利用いただけます。ただし iPod のソフ 
トウエアのバージョンによっては、上記のモデルでち使用で 
さない場合ちあります。 

CD/USB 


CD/USB 

GFF -► (FGL [お R)*2 -► h しし 


*2 選択された音楽ソースび MP 3 / WMA の場合 、 FOLDER 
を選択でさます。 

■リピート再生 

繰0返し音楽を再生します。 


繰り返し巧す。 


日打 - ►〔I 祀 - ► (FOLDER)* 3 -►r しし 


*3 選択された音楽ソースび MP 3 / WMA の場合 、 FOLDER 
を選択でさます。 


トラック/ファイル番号と現在の巧の再生経過時間 
け刃期画面） 

i 

トラック番号と現在の巧の残り時間' 4 
i 

ディスクの総演奏時間 
i 

ディスクの残り時間 

i 

ファイル名*已 

i 

fig* 白 
1 

アーティスト名*6 
1 

アルバム名％ 

1 

ネ刃期画面に戻る 

オーディオ CD 再生時のみ 
>5 MP 3 /WMA ファイル再生時のみ 

選択されたトラックが各情報を含んでいるとさのみ 


S 
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FM ラジオを聴 < 


放送局を選ぶ 


1 2 

nn ■チュ-ニンヴ ■on 

チューナーボタンを巧ず。長巧しして、自動チュー ニン 
グを始める。 


放送局の電波び弱く、受信しにくいとさには、 チューニング 
<</>>ボタンを繰り返し巧し、手動で調整でさます。 


r ご注意1 

手動でチューニングした場合、ラジオの音声はモノラルにな 
ります。 


放送局をプリセツトに登録する 


プ U セット機能を使って、お好みの放送局を本機にあ 
らかじめ登録でをます。 


■ 自動プリセット 


1 

2 



入カソースび FM に設定さ 

自動プリセツトを開始する。 

れているとさに メモ y — ボ 


タンを吕秒上長巧しずる。 


ごま意 I 


自動プ U セツトを実行すると現在登録されているすべての放 
送局び消去され、新たに放送局び登録されます。 


■手動プリセット 


1 2 



登録したい放送局を メモリー ポタンを巧す。 

違ぶ。 




登録したいプリセット 
番号を選ぶ。 


の 



放送局を登録する。 


• 最大30局の FM 放送局を登録でさます。 

• プリセツト番号選択中に手動プリセツトをやめるには、 メモ 
リーボ タンをちラー度巧します。 

-設定メニューの PRESET DELETE から登録した放送局を 
削除できます。 設定 ボタン ーメニュー ▲/▼ボタンで 

PRESET DELETE を選択し 巧定 ボタンを巧したあと、不要 
な放送局を削除してください。 


登録した放送局を選ぶ 
(プリセツト選局） 


風，。-包激;謂 ss ! 驚 

選ぶ。 
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便利な機能 


設定メニューを使う 


設定 ボタンを巧すとディスプレイに設定メニューび表示されて、様々な機能を設定することびでさます。 


設定メニュ - 


設定巧客または調整範囲 


参照ページ 


プ Ut ット デ U —卜 

PRESET DELETE 


(入カソースび FM のとさだけ表示されます） 


1 □ 


了イ 7— 

DIMMER (表示の明るさ） 


DIMMER ON (2 已〇/〇) / OFF (100%) 


下 


トレフル 

TREBLE 情音） 


— 6服〜+日服 


し:!下 


/口 

BASS (低音） 


— 6服〜+日服 


下 


バランス 

BALANCE 


L + 己 ' 


センター 

CENTER 〜 R + 已 


政下 


ク□ック セット 

CLOCK SET 


時、分 


12 


タイマーセット 

TIMER SET 


起動時間（時、分)、音楽再生時間、音楽（入カソース、 
トラック/ファイル番号もしくはプ U セットま号)、 
タイマーオン/オフ 


12 


ワイヤレス セット 

WIRELESS SETI 


MCR-140 のみ 


グループ 

GROUP A ] / A 2/ A 3/ B 1 /目2/目3 


バワー セービング 

POWER SAVING I 


MCR-140 のみ 


ノーマル エコ 

NORMAL/ECO 


下 


ワイヤレスサフウーファー 

WIRELESS SWI 


MCR-140 のみ 


ノー イエス 

N 0 / YES 


下 


S 


1 

2 

3 

4 

5 

6 


CEO 



(Q) 


設定ボタンを押す。 

設定したいメニュ ー 
を選択ずる。 

巧定ボタンで 
確定ずる。 

午 

設定を変更する。 

1 

設定を確定 
ずる。* 2 

設定メニュ ー 
を終了ずる。 



繰り返し *1 




複数の設定内容びあるとをは、手順3、4を繰り返します。前の設定に戻るには、 I ◄◄ボタンを巧します。 
*2 他の項目を続けて設定するとさは、手順2から繰り返します。 


ご、おこ 

遠中で設定をキャンセルするとさは、 設定 ボタンを巧します。 

■ 表示の明るさと音質/バランス、パワーセービングモードなどを設定ずる 

DIMMER :ディスプレイの表示の明るさを切り替えます。 

TREBLE *^ :高音のレベルを調節します。 

BASS *3 :化音のレベルを調節します。 

BALANCE :左ちのスピーカーの音量バランスを調整します。 

POWER SAVING : ECO に設定すると、スタンバイ時の消費電量を抑えることびでをます。ただし、 

スタンバイ時に iPod の再生操作で本機を起動することはでをません。初期設定は NORMAL です。こ 
の機能は MCR -140 のみ有効です。 

WIRELESS SW ；ワイヤレスサブウーファーキット （ SWK - W 10 など）を使ってサブウーファーを接 
続するとき、 YES に設定します。初期設定は N 0です。この機能は MCR -140 のみ有効です。 

* 3 へッ ドホン使用時に6有効です。 
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時計を合わせる 

CLOCK S! 卜：時、分を設定するには、11ぺージの手順3、4を繰 D 返します。 

ご、おこ 

時計び設定済みのとさ、1」モコンの表示ボタンを長巧しすると一定時間時刻を表示します。 

ごま意 

電源コードをコンセントから巧<と、時計の設定は U セツトされます。 

タイ7—を設定ずる 

TIMER SET :(下の設定項目を選択するには、11ページの手順3、4を繰り返します。 


タイ7— 它ツト 

タイマー ボタンを長巧しすると、直接 TIMER SET に入ることびでさます。 


起動時間（時、分） 


音楽再を時間 

I 10 分単位で、 10 分から 90 分まで設定でをます。 

^ 自動的に本機をスタンバイにしない場合は「-」を選択します。 

入カソースとトラック/ファイル蚕号またはプリセット番号 

ごま意 

•入カソース （ iPod 、 CD 、 USB ) び正しくセットされていないと、タイマー音楽は再生されません。確実にセット 
して < ださい。 

- MCR -140 : iPod を入カソースとして選択する場を、 iPod を充電スペースに設置してください。 

iPod を選択した場合 

曲の指定はでをません。前回の iPod 終了時点から再生します。 

CD を選択した場合 

トラック/ファイル番号を設定します。 

ディスクにないトラック/ファイル番号を選択した場含、一番最初のトラック/ファイルが自動的に 
再生されます。 

USB を選択した場合 

ファイル番号を設定します。 

US 目 機器にないファイル番号を選択した場含、一番最初のファイルが自動的に再生されます。 

FM を選択した場含 

プ U セット番号を設定します。 
y 「--」は、前回聴いていた放送設定を選択しまず。 

タイ 7— オン/オフ 


設定したタイマーのオン/オフを切り誓えます。タイマーをオンにすると、ディスプレイの TIMER イ 
ンジケーターが点灯します（陸= P. 6)。 
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ご、おこ 

この設定は、 タイマー ボタンでち切り誓えび可能です P . 目、13)。 




度巧な巧能 


タイマーとスリープタイマーを使う 


■ タイ7—を使用ずる 

タイマーは、設定した時間に音楽を自動再生します。また、設定した音楽再生時間を経過すると自動的に本機をス 
タンバイにします。 9ィマ_かット 

使用する前に、確実に入カソースをセットして、設定六ニューで TIMER SET を設定してください（屈 P . 12)。 


1 

2 

恩 

lEB ) 


音田 

占 

タイマーボタンを押ず。 


音量を調節ずる。 


電源びオンのとをに タイマー ボタンを押すと、オン/オフが切り替わります。タイマーをオンにすると、ディス 

プレイの TIMER インジケーターが点灯します （1^ P . 日)。タイマーを使用して本機を起動する場含は、本機をス 
タンバイにしてください。 


r ご注意1 

-時計び設定されていないと TIMER SET は設定できません。 

-本機びスタンバイのとさは、タイマーびオンの場合でちディスプレイの TIMER インジケーターは点巧しません。 
-タイマーび動作すると、タイマー設定はオフになります。 


-をラー度タイマーを有効にするには、電源びオンのとさに再度タイマーボタンを押します。 
• タイマー設定で設定した内容は保持されます。 


S 


■ スリープタイマーを使用ずる 

スリープタイマーは、設定した時間を経過すると自動的に本機をスタンバイにします。 


(|^ 繰り返し押す。 


OFF-^30min-^60min-^90min-M20min 


ス U —プタイマーが設定されると、ディスプレイの SLEEP インジケーターが点打します （1^ P . 日)。 
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故障かな？と思った 6 


使用中に本機が正常に作動しな<なった場含は、まず下記をご確認<ださい。下記！;!外で異常が認められた場含や 
下記の対処を行ってわ正常に作動しない場合は、本機の電源を切0、電源コードをコンセントから抜いてから、お 
買上げ店または修理ご相談センターまでお問い含わせください。 


全般 


症状 

原因 

対策 

ぺージ 

電源を入れてちずぐに 
切れる。 

本機が正常に作動しな 
い。 

電源コードび正しく接続されていない。 

電源コードを正し<接続して<ださい。 

4 

本機び落雷や過度の静電気など外部か 
らの強い電気ショックを受けた。 

本機の電源をスタンパイにして電源コードを损い 
て < ださい。約30砂媛に電源コードをコンセン 
卜に再度接続し、電源をオンにしてください。 


スピーカーから音が出 
ない。 

再生したい入カソースが正し < 選ばれ 
ていない。 

本体の入カボタンや U モコンのソースボタンで再 
生したい入カソースを正しく選んでください。 

— 


スピーカーびしっかり接続されていな 
い。 

接続を確認して < ださい。 

4 


消音状態になっている。 

消音を解除して < ださい。 

6 


音量びルさい。 

音量を大さくして < ださい。 

7 


CD - ROM など、本機で再生できない信 
号び入力されている。 

本機で再生可能な信号の入カソースを再生して< 
ださい。 

3 

突が電源が切れる。 

ス I 」ープタイマーを設定していた。 

故障ではありません。本機の電源をオンにして再 
-生しなおしてください。 

— 


音楽び再生されないまま、なにち操作 
しない状態び1時間 ULt 続いた。 



タイマーによ0起動し、指定した再生 
時間び経過した。 




MCR -140 :入カソースが iPod のと 
き、 iPod をトランスミッターから取り 
外した、または無音の状態び続いた。 



時刻の設定内容が消え 
た。 

電源コードびコンセン ト から损かれた。 

電源コードをコンセントに差し込み、時刻を再度 
設定してください。 

— 

片側のチャンネルの音 
がほとんど出ない。 

再生機器やスピーカーびしっかり接続 
されていない。 

接続を確認して<ださい。接続に問題びおいとを 
はケーブルに不具合びある場合びあります。 

4 

周囲に設置しているデ 
ジタル機器や高周放機 
器から雑音が出る。 

本機とデジタル機器または高周波機器 
の位置び近すぎる。 

本機をそれらの機器から離して設置してください。 



下記のメッセージは、 MCR -140 をお使いの場合のみ表示されます。 


表示 

内容 

対策 

ぺージ 

广 . 1 し！ ！_1--_ ! •：._!. 

二:し. i U MJ sJ U 1 ■だ f ■ i- •王 f け:. 

本機とサブウーファーの無線接続び完 
了しました。 

--- ^ 

~ --- 

•，.レ！： _ ぐ. _ 1 し- 1 - L — 1 . 

二:し iDw ミ jur^rf •!...!!■ i A ihk 

本機とサブウーファーの無線接続び切 
断されました。 

-- 

— 

! ! ■； _ 1_!■—.-!■-_ 

s がム i ■扣 A だ占こ rT ■しげ ■ 

本機内部の回路に異常びある。 

電源プラグを抜いて、お買い上げ店または修理ご 
ネ目談センターにお問い合わせ < ださい。 

— 
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巧盾かな？と思った s 


表示 

内容 

対策 

ぺージ 

:!"'| _ 广 . _ _ _ 丄 J 

五 i w’.j '»-wi if i だ:-■.レ i r i で 

.：!"'| .....» ... !.."s . .■•1 

1 i uu し M . ゴ r ■ゴ irr ゴ 

iPod との接続を確認中です。 

ディスプレイのメッセージび消えず再生が始まら 
ない場合は、 iPod を接続しなおしてください。 

己 

! .t- : !"'| _ _! 

U 川 :. f MJ W i i i r ■ミ J ミ J 

iPod との通信に問題び発生していま 
す。 

iPod を接続しなおして<ださい。 

己 


本機に対応していない iPod び接続さ 
れている。 

iPod (第己世代 )、 iPod classic、iPod nano 、 
iPod touch のみ対応しています。 

— 

iPod iPod は認識していますび、 iPod から再 ' -- 一 〜___ 

生時間などの情報び取得できません。 --- - 

:!'"| _ ! !_■ し， .— t.—t _ _! 

え广 u u u r i ピ 1 U ’ ゴ’ゴピ u 

iPod び iPod Dock から取り外されま 
した。 

iPod を iPod Dock に接続してください。 

己 

MCR -140 をお使いの場合 

表示 

内容 

対策 

ぺージ 

j n - .1 ! 

i i UU し irii •:.ピ U 

: !"'i _ 

主广 U 

正しく無線接続されました。 


■ - ~~ —- 

■: じ 1 _ 11.-1 J ._ ! . _ -J 

Ai uu UriJ ■玉 i ■け:.だ d 

お線接続びされていません。 

iPod をトランスミッターに接続し、再生してくだ 
さい。 

己 

4 n _ .! ! _ . . rt -1 + 

ム 1 し ! W し : M: W 过 : •••レ。 

i Pod のバッテ U -残量びかなくなり 

充電スペースに設置してください。 

己 


よし/ <— 0 


放送局の受信 


症状 

原因 

対策 

ぺージ 

ステレオ巧送になると雑音 
がをく聞きづらい。 

アンテナが正しく接続されていない。 

アンテナの接続を確認してください。 

4 

放送局から離れた地域で受信してい 
るか、アンテナ入力び弱い。 

アンテナを感度の良い、を素テの屋外アンテナに 
変えて < ださい。 

— 



手動選局をして < ださい。 

10 

自動選局がでさない。 

放送局から離れた地域で受信してい 
るか、アンテナ入力び弱い。 

アンテナを感度の良い、多素子の屋外アンテナに 
変えて < ださい。 

— 



手動選局をして < ださい。 

10 

プ U セツ ト 選局がでさな 
い。 

本機のメモ U —に登録された設定内 
容び消去された。 

放送局を再度登録して < ださい。 

10 

FM 専用アンテナや屋外アン 
テナを使巧していてち、音 
び重むなど受信感度が悪い。 

マルチパス （ 多重反射）などの妨害 
電波を受けている。 

アンテナの高さや方向、設置場所を変えて<ださ 
い。 



iPodTM 


ごま意 

本機のディスプレイに下記のメッセージび表示されない場合は、 iPod の接続をご確認ください（日ページ)。 
MCR -040 をお使いの場合 


まま si 
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I 故居かな？と思コた白 I 

下記のステータスランプ表示は、トランス S ッターの状態を表します。 

ステータスランプ表示 

トランスミッターの状態 

対策 

ぺージ 

消灯 

トランス S ッターびスタンバイモー 
ドです。 

~ -^ 

— 


iPod び未接続か、無線接続び完了し 
ていません 

' - 、 -_ 

—-- 

緑点滅 

接続中です。 

お待ち下さい。 

— 

一度だけ緑点滅 

音量調整中か、 U モコンで操作中で 
す。 

- - - ^ 

--— 

緑点口 

本機とトランスミッターの接続び完 
了しました。 

~~~_ 

—— 

緑点灯と 2 秒間だけホ点 

対応 iPod 攻外の iPod び接続さ 
れています。 

iPod (第己世代 )、 iPod classic、iPod nano 、 
iPod touch のみ対応しています。 

曰 

緑点なとホ点滅が継続 

認証に失敗しました。 

接続しなおして < ださい。 

8 

ホ点滅 

エラーび検出されました。 

iPod をトランスミッターから取りがし、再度トラ 
ンス S ッターに接続してください。 

~ --__ 

8 

赤点滅吕回が継続 
(緑のが態に関係なく） 

iPod のバッテ U —残量びみなくなり 

ぶレ/"し〇 

--- 

充電スペースに設置してください。 

己 


症状 

原因 

対策 

ぺージ 

iPod の音び出ない。 

本機の電源びオフになっている。 

電源コードを正し<接続して<ださい。 

— 


iPod のソフトウエアび最新バージョン 
になっていない。 

アップル社のウェブサイトから最新の iTunes ソフ 
トウェアをダウン□ー ドし、 iPod のソフトウェアを 
最新バージョンにアップグレードしてください。 



iPod と本機び接続中です。 

接続び完了するまでみ々お待ち<ださい。 

— 


MCR -140 : iPod のバッテ U — 残量び 
少ない。 

iPod を充電してください。 

— 


MCR -140 : iPod びトランスミッター 
に正しく 接続されていない。 

iPod を正しく接続してください。 

— 


MCR -140 : iPod にイヤフオンび接続 
されている。 

イヤフオンを取り外してください。 

— 


MCR -140 :トランスミッターからの 
電波び金属や人体で遮られている。 

トランス S ッターからの電波び金属や人体で遮ら 
れないよラに、持ち方や持つ位置、置を方や置く 
位置を変えてください。 



MCR -1 4曰：周囲に 2.4 GHz 帯の 
電波を出すちの（電子レンジ、コード 
レス電話、無線 LAN 等）びある。 

それらの機器から遠ざけるか、電源を切って<だ 
さい。もしこれらの機器び忙 EE 802 . l ] n 対応の 
場含、本機に影響び出ないよラチャンネル設定を 
変更してください。 



MCR -140 :距離び離れすぎている。 

トランスミッターと本機の距離を近づけてくださ 
し、。操作可能範囲は、約1 Om です。また、本機 
をない位置に設置すると無線信号を受信しやす< 
なじまず。 



MCR -140 :本機とトランスミッター 
のワイヤレスグループび合っていない 
ため、接続されていない。 

本機とトランスミッターのワイヤレスグループを 
合わせてください。 

曰 


MCR -140 :本機び他の機器に接続さ 
れている。 

他のワイヤレスグループを選択してください。 

己 

iPod の音び出ない。 

音は出るが本機または _ 

MCR -040 : iPod び iPod Dock に正 
し < 接続されていない。 

-旦 iPod を本機から取り外し、再度 iPod Dock 
に正し < 差しなおしてください。 

曰 

リモコンから iPod の操 
作ができない。 

MCR -140 : iPod びトランスミッター 
に正しく 接続されていない。 

iPod をトランスミッターから取りがし、再度トラ 
ンス S ッターに接続してください。 

曰 
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I 巧房かな？と思ったら 1 


症状 

原因 

対策 

ぺージ 

iPod の音量を調節して 
ち音量が調節でさない。 

本機び対応していない iPod び接続され 
ている。 

iPod (第己世代 )、 iPod classic、iPod nano 、 
iPod touch のみ対応しています。 

己 

リモコンの voliJme 
ボタンを押してち iPod 
の画面が変わらない。 

リモコンから操作がで 
をない。 

iPod がしっかり接続されていない。 

iPod を正しく接続してください。 

— 

iPod のソフトウエアび最新バージョン 
になっていない。 

iPod のソフトウェアを最新バージョンにアップ 
デートしてください。ちし最亲斤のソフトウェアに 
アップデートしてち解ミ夫されないとさは、 iPod を 

U セットしてください。 


iPod か 5 操作がでさな 
い。 

MCR -040 : iPod び iPod Dock に正 
し < 接続されていない。 

-旦 iPod を本機から取り外し、再度 iPod Dock 
に正しく差しなおしてください。 

已 


MCR -140 : iPod びトランスミッター 
に正し < 接続されていない。 

iPod をトランスミッターから取り外し、再度トラ 
ンス S ッターに接続しなおして再生してください。 

已 

再生情報びディスプレ 
イに表示されない。 

使用している iPod び再生情報表示ディ 
スプレイに対応していない。 

この機能は iPod (第已世代 )、 iPod classic 、 
iPod nano、iPod touch に対応しています。 

已 


MCR -140 を使用している。 

MCR -040 のみび再生情報表示対応です。 

— 

iPod が充電されない。 

MCR -040 : iPod び iPod Dock に正 
し < 接続されていない。 

一旦 iPod を本機から取り外し、再度 iPodDock 
に正しく差しなおしてください。 

已 


MCR -140 : iPod びトランスミッター 
に正し < 接続されていない。 

iPod をトランスミッターに再度接続し、充電ス 
ペースにセットして<ださい。 

已 

iPod を接続していない 
のに、突が音が出た。 

MCR -140 :他のトランスミッターか 
ら接続されている。 

別のワイヤレスグループに設定してください。 

己 

無線通信中に音量が変 
動ずる。 

MCR -140 :無線通信で使用している周 
波数にノイズび発生したため、本機び使 
用されていない別の周波数を探して移動 
してレる。 

故障ではありません。頻繁に音量び変動するとさ 
は、本機の設置場所を変えて<ださい。 




USB 


ごま意 

下記のように対処してを不具合びある場合は、 USB 機器の接続をご確認ください（日ページ）。 


表示 

内容 

対策 

ぺージ 

1 !|;P i i ric -1 nCjCS ご! f "! 

•M.tM.*Lii* w 1 it A で M.■mJ 

US 日機器び正しく確実に接続されて 
いない。 

US 巨機器を接続しなおしてください。 

已 

! .t- ! ! 1-" r-i 

ミ Ji け:. fMJWi i ' JD 

が対応の US 日機器び接続された。 

本機に対応した USB 機器を使用してください。 

己 

U 苦 B 0 y 0 r C u r r. 0 广 i t- 

非対応の US 日機器び接続された。 

一旦 USB 機器を掠を、入カソースを US 日列に 
• 変更した後、再び US 巨に戻してください。その 
後、対応している USB 機器をちう一度挿入して 
ください。 

己 


USB 機器び斜めに挿入されている。 



症状 

原因 

対策 

ぺージ 

USB 機器に巧巧された 
音楽ファイルを再生で 
さない。 

USB 機器び認識されていない。 

US 日機器を接続しなおしてください。 

已 


USB 機器に AC アダプタび付属している場合、 

AC アダプタを接続してください。 

— 


US 日機器び正しく接続されていない。 

US 日機器を接続しなおしてください。 

已 


MP3/WMA ファイルのフォーマット 
が本機に対応していない。 

本機で対応しているファイルと交換してください。 

3 


上記の対策をしてち症状び改善されな 
い場合、お使いの US 巨機器は本機に巧 
応していません。 

別の US 目機器をお使いください。 
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と思ったら 


■.巧就 

ディスクの再生 


を巧 

原因 

対策 

ぺージ 

音び出ない、または重 
む。 

MP 3/ WMA ファイルのヴンプ U ング 
周波数び本機に対応していない。 

ヴンプ U ング周波数またはビットレートび本機に 
対応しているか確認してください。 

3 

ディスクをセツトして 
ち再生されない。 

CD - R / RW びファイナライズされてい 
ない。 

CD - R / RW をファイナライズしてください。 

— 


ディスクび裏返しにセットされている。 

ディスクのラベル面を上にしてセットして<ださ 
い。 

— 


ディスクに不具合びある。 

他のディスクを再生してください。同様の問題び 
生じない場台は、最初のディスクに不具合びあり 
まず。 



MP 3/ WMA ディスクに入つている 
ファイルびみない。 

MP 3/ WMA ディスクにみなくとも已ファイルじ （ 
上の MP 3/ WMA ファイルび入っているか確認し 
て<ださい。ファイルびみないとディスクび認識 
されない場台びあります。 



MP 3/ WMA ファイルのヴンプ U ング 
周波数び本機に対応していない。 

ヴンプ U ング周波数またはビットレートび本機に 
対応しているか確認してください。 

3 

特定の機能が動作しな 
い。 

本機で再生でをないディスクを再生し 
よラとしている。 

本機の対応ディスク情報および使用しているディ 
スクの種類を確認してください。 

3 

本体のり/日日もしくは 

ディスクび巧れている。 

ディスクの巧れを巧をとって<ださい。 

— 

リモコンの ► II ボタン 
を押してち再生が始ま 
らない（ずぐに停止ず 
る)。 

本機で再生でをないディスクを再生し 
よラとしている。 

本機の対応ディスク情報および使用しているディ 
スクの種類を確認してください。 

3 

本機を気温の低い場所から高い場所に 
移動したため、レンズ部に露び付いた。 

本機を、]〜2時間ほど放置し、部屋の温度にな 
じませてから、再度操作してください。 

— 

ディスクトレイにディ 
スクが挿入されている 
ときに 「No Disc 」 と 
ディスプレイに表示さ 
れる。 

本機で再生でをないディスクを再生し 
よラとしている。 

本機の対応ディスク情報および使用しているディ 
スクの種類を確認してください。 

3 

ディスクび巧れている、または異物び 
付着している。 

ディスクを取り出し、巧れを巧をとってください。 
または付着した異物を取り除いて < ださい。 

— 


ディスクび裏返しにセットされている。 

ディスクを取り出し、ラベル面を上にしてセット 
して < ださい。 

— 


リモコンの操作 


を状 

原因 

対策 

ぺージ 

リモコンで本機を操作 
でさなし、 

I 」モコンの操作範囲がから操作しよラ 
としてし)る。 

U モコンの操作範囲については、「 I 」モコンを使用 
する」をご参照ください。 

2 


本機の U モコン受光窓に直射日光や照 
明びあたっている。 

照明または本機の向をを変えてください。 

— 


電池び消耗している。 

新しい電池と交換してください。 

吕 


I 」モコンと本機の受光窓の間に障害物 
びおる。 

障害物を取り除いて<ださい。 

— 
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ィスクの取り扱いについて 


でさるだけコンパクトディスクの縁を持つよラにして、 
表面に触れないように扱ってください。ディスクを折り 
曲げないで < ださい。 



ディスク表面の掃除には、乾いた柔5かい巧を使用して 
ください。ディクク U —ナ ー、 スプレー、その他化学襲 
品は使用しないで < ださい。 

直射曰光の当たる場所や、高温多湿な場所に長時間置か 
ないで < ださい。 


ディスクを拭くとさは、ディスクの内側中むからが側へ 
直角方向に拭いてください。 



ディスクのラベル面に文字を書くとさは、先の柔らかい 
マジックペンを使用してください。 


主な仕様 


■ C □レシーパー ( CRX -040、 CRX -140) 

プレーヤー部 
iPod 

•対応 iPod . iPod (第已巧代 )、 iPod classic . iPod 

nano、iPod touch 

CD 

-がィァ . CD 、 CD - R/RW 

•オーディオフォーマット ....... 才ーディオ CD 、 MP 3 、 WMA 

レーザー 

- タイプ . 半導体レーザー GaAs/GaAIAs 

-波長 . 780 nm 

-出力 ..... 10 mW 

USB 

■才ーディオフォーマット . MP 3 、 WMA 

ポータブル 

-入力端子.......ステレオ L / R : 3.5 mm ステレオミニジャック 

アンプ部 

-定格出力 （ EIAJ )... 1日 W + ] 已 W 

(巨 Q 1 kHz 、 1曰％ THD ) 

-入力感度/インピーダンス 

PORTABLE . 4已〇 mV /22 kO 

•全高調波歪率 CD etc . 1 kHz /1 W .0.05% 

チュー^ナー部 

-受信周波数範囲 . 76.日〜目0.0 MHz 

総合 

-電源電圧/周波数 . AC ] 0日 V 、50/60 Hz 

-消費電力 . 2已 W 

-待磯時;肖費電力（スタンバイ時） 

MCR -040. 日.已 W 政下 

MCR -140 

POWER SAVING / E 巳0時 . 1 .0 W しツ下 

POWER SAVING/NORMAL 91 (初期設定） ........ 2.日 W 似下 

-が形寸法（幅 X 高さ X 奥行さ） 

. I 80 X 120 X 309 mm 

-質量 .. . . . ......3.6 kg 


■ スピーカー ( NS - BP 80) 

-ドライバユニット.…フルレンジ1日 cm コーン型/非防磁型 
-外形寸法（幅 X 高さ X 奥行さ） 

..... 122 X 118 X 28/ mm 

-質量 .1.4 kg 

■ トランスミッター ( Yrr - wiiTX ) 

-周波数 .2.4 GHz 

-通信可能距離 . 約 10 m (妨害のないとさ） 

-同時接続台数 

. 最大7台（場所や状況により異なります） 

仕様、およびが観は、製品の改良のため予告な<変更するこ 
とびあ0ます。 

本製品 （ MCR -140) は、電波法に基づく技術基準適合証明 
及び電気通信事業法に基づ<技術基準適合認定を受けた通信 
機器を内臓しております。 

本機の無線方式について （ MCR -140) 

「と4」 2.4 GHz 帯を使用する無 

2.4XX4 線設備 

rxx] 変調方式はその他の方式 

「4」 想定干渉距離び4日 m し:^内 

全帯域を使用し、かつ移動体 
識別装置の帯域を回避可能 


iPod™ 

iPod は、米国およびその他の国々で登録されている Apple 
Inc . の商標です。 

「 Made for iPod 」 とは、 iPod 専用に接続するよう設計され、 
アップルび定める性能基準を満たしているとデべ □ ッパーに 
よって認定された電子アクセヴ U —であることを示します。 
アップルは、これらの機器操作または、ま全規制基準に関す 
る一切の責任を負いません。 
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ヤ 7 八ホットラインサービスネットワーク 

巾マ A ホットラインヴービスネットワークは、本機を末永く、まむしてご愛用いただくためのものです。 
サービスのご依頼、お間い含わせは、お買い上げ店、またはお近 < のサービス拠点にご連絡 < ださい。 


ヤマ八 AV 製品の機能や巧り巧いに関するお問い合わせ 

■ ヤマ A オーディオ&ビジュアルホームページ 

お客様から害せ弓れるよくあるご質間をまとめておりますので、ご参考 
にして < ださい。 

http :// www . yamaha . co . jp / audio / 


本煤の設置や設定、操作に関するお巧い台わせ 

■ ヤマノ \お客様コ S ユニケーシヨンセンター 
才ーディオ-ビジュアル機器相談窓 □ 

(を国な通） 窺 0570-011 -808 

全国どこからでを市内通話料金でご利用いただけまず。 

携帯電話、 PHSJP 電話からは下記番号におかけください。 

TEL (053)460-3409 

干430 -8650 静岡県おが 市中 区 中 ミ只町10 -1 

受付：月〜金曜日 10: 00 〜 18:00 ±曜日 10:00 〜 17:00 
(日曜、祝日およびセンター指定の休日を除く） 


ヤマ AAV 製品の修理、サービスパーツに関するお巧いさわせ 

■ヤマ八 <度理ご相談センター 

【を国な： 11) 査 S . 0570 -012-808 

全国どこからでわ巿巧通話料金でご利用いただけまず。 

携帯電話、 PHS、IP 電話からは下記番号におかけください。 

TEL (053)460-4830 

FAX (0 已 3) 463-11 吕7 

受付：月〜金曜日日：日日〜 18:0 日 ± 曜日 9:00 〜 17:00 
(日曜、祝日およびセンター指定の休日を除く） 

修巧お持ち込みな □ 

受付：月〜金曜日 9:00 〜 17:4 己 

(±曜、日曜、ネ兄曰およびセンター指定の休日を瞭く） 

北海道〒〇巨 4-8 日43札幌市中巧区南10菜西] T 目] -50 
ヤマ八センター內 
FAX (011)512-6109 

首都圏〒1 43-0006 東京都大田区平和島 2T 目1 -1 
京浜トラックターミナル内14号棟 A- 己 F 
FAX (03) 已 762-2] 2已 

お松 〒43己-日01目浜松市東区巧田町吕日〇 
ヤマノ U 株)和田工場巧 
FAX (日己 3)462 -呂244 

名古屋干4日 4-00 已8名る屋市中 J II区玉 J II町吕 T 目 1-2 
ヤマ八㈱)名ち屋倉庫 3F 
FAX (0 已吕 )6 己吕 -0043 

大阪 〒已 64-00 日2吹田市広芝阳1 0-28 
才ーク江坂ビルディング 2F 
FAX (0 曰)6吕3曰-巳巳3巳 

九州 干81 2-8508 福岡市博る区博を駅前2下目]] -4 
FAX (092)472-2137 


* 名称、住所、電話番号、 URL などは変更になる場含びあります。 


• 巧証期間 

お買い上げ曰から1年間です。 

• 保証期間中の修理 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。詳しくは保証 
書をご覧ください。 

♦ 保証期間が過ぎているとを 

修理によって製品の機能び維持でさる場台にはご要望により有料にて 
修理いたします。 

• 修理料金の仕組み 

技術料 故障した製品を正南に修復するための料金です。 

技術者の人件費、技術教育費、測定磯器等設備費、 

一般管理費等び含まれています。 

部品げ 修理に使用した部品巧金です。その他修理に付帯ずる 

部ネオ等を含む場ををあ日ます。 

出張料 製品のある場所へ技術者を派遣ずる場合の費巧でず。 

別途、駐車料金をいただ < 場合びありまず。 

• 補修用性能部品の最恆保有期間 

補修用性能部品の最低保有期間は、製造巧ち切り後8年です。補修用 
性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 

• 製品の状態は詳しく 

ヴービスをごを頼されるとさは製品の状態をでさるだけ詳しくお知らせ 
ください。また製品の品番、製造番号などをあわせてお知らせください。 
线品番、製造番号は製品の背面をしくは底面に表示してあります。 

• スピーカーの 修理 

スピーカーの修理可能節囲はスピーカーユニットなど振動系と電気部 
品です。尚、修理はスピーカーユニット交撰とな0ますので、エージン 
グの差による音色の違いび出る場合びあります。 

• 摩耗部品の交換について 

本機には使用年月とともに性能び劣化ずる摩耗部品(下記養照)び使 
用されています。摩耗部品■の劣化の進行度含は使用環境や使巧時間 
等によって大きく異なりまず。 

本機を末をくま患してご愛用いただくためには、定期的に摩耗部品を 
交換されることをおすすめします。 

摩耗部鹿の交換はおずお買い上げ店、またはヤマ；V電気音響製品修 
理受付センターへご相談ください。 



摩耗部品の一例 

ポリュームコント□ール、スイッチ • U レー類、接続端子、ランスベルト、 

ピンチ□-ラー、磁気ヘッド、光ヘッド、モーター類など 


《このぺージは、安をにご使巧いただくために A V 製品全般について記載して 
おります。 

ホ巧ご巧用の製品の点巧を！ 


こんな症状はありませんか？ 

1 J ♦電源コード’ブラグび異常に熱い。 

X ；rr • コゲくさい臭いがずる。 

、 • 電源〕ードに深いキズか変おびある。 
愛情点検 ♦ 製品に輔れるとピ U ピリと電気を感じる。 

• 電源を入れてを正南に作動しない。 

参その他の異常•故障びある。 



すぐに使用を中止してくださし、。 


事故防止のため電源プラグをコンセントから抜さ、 

必ず販売店に点検をご依頼<ださい。 

なお、点検•修理に要する費用は販売店にご相談くださし、。 
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